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◇西東京市議会の新たな勢力図は？

◇令和５年度当初予算が成立 結果は大差

◇学校給食費の無償化を求める決議を可決

◇学生等応援特別給付金の実施に関する陳情採択

◇一般質問で市長と議会との関係を問う

◇春休みの高校生インターンシップを受け入れ

◇ハラスメント問題はどうなったのか

本日のトピック



■市議会議員選挙結果

▽自民 １０⇒８

▽公明 ５⇒５

▽立憲 ２⇒４

▽共産 ４⇒３

▽ネット ２⇒２

▽維新 ０⇒１

▽国民 ０⇒１

▽無所属 ４⇒４

自民・公明 １５⇒１３

その他 １３⇒１５



■西東京市議会の新たな会派構成・役職

自由民主党西東京市議団（8名）

西東京市議会公明党（5名）

立憲民主党（4名）

日本共産党西東京市議団（3名）

維新・国民民主・みんなの会（3名）＝維新山崎+国民鈴木+小峰

生活者ネットワーク（2名）

無所属（3名）※納田・田村・長井

議 長 酒井ごう一郎 自民

副議長 森 しんいち 立憲 田村は広報委員会の副委員長に



■令和５年度当初予算が成立 結果は大差

賛成 ２４
自民7、公明5、立憲4、維国み3、

ネット2、無所属3(納田、田村、長井)

反対 ３
共産3

⇒賛成多数で可決

・総額774億9000万円 ・子ども施策・環境施策・平和施策が柱

・学校給食費無償
化の予算措置なし

・市民サービスの有
料化の検討が継続
・ＰＦＡＳ対策不十分

・（仮称）子ども・若者平和ワークショップ開催
・臨時財政対策債の満額借入れ抑制
・子どもＬＩＮＥ相談事業
・学童クラブの整備、学校司書配置の増員
・発熱外来の運営継続、給食食材費等支援



■令和５年度当初予算が成立 結果は大差

なぜ大差になったのか？

⇒いわゆる野党側の主張にも配慮した？

•平和事業を施策の柱の一つに

•物価高騰対策として国民健康保険料を据置き

•学校司書配置の増員(2校に1人→3校に2人へ)

•住宅セーフティネット事業

•介助員の配置時間拡充

結果だけ見ると大差だが、市議選の結果が内容に影響している



■学校給食費の無償化を求める決議を可決

【背景】

・昨年末の市議選で多くの候補が公約に掲げる

・東京２３区の半数の区が実施の方向性

⇒しかし、令和５年度予算では一切言及なし

市の見解「市負担で実施する場合には、様々な新規事業や
既存事業への影響がある。国・東京都の動向を注視する」

決議「国や東京都の動向に留意しつつ、市として財源確保
に努めるとともに、早急に実施することを強く求める」
※全会派代表と田村が共同提出。納田議員、長井議員は反対。



■学生等応援特別給付金の実施に関する陳情を採択

奨学金をもらいながら大学に通う学生から継続実施を求
める陳情が出され、文教厚生委員会で審査される。

⇒最終的に全会一致で採択

委員会審査での田村の発言

「物価高騰が続いている中、キャッシュレス決済ポイント還
元事業のように当初から市の独自財源を使って実施する
事業があるのに、なぜ動向を見る必要があるのか」
※令和４年度給付実績 約1700万円 キャッシュレス～の市独自財源１億８千万円

経済的な困難に直面している市内在住の大学生等に、西東京市が独自に５万円
の給付金を給付する事業。令和３年度、４年度実施。５年度当初予算計上なし。



■一般質問で市長と議会との関係を問う

昨年末の市議選

当時の議長とその前の議長といわゆる
二連ポスターを製作したことについて

「二元代表制のもとで、議会の長である
議長と市長は特に緊張感を保つべきではないか」

市長答弁

「議員の方も政治活動として特定の議員を応援すると思う。
私も同じように特定の候補者を応援することもある」

⇒市民の皆さんはどう考えますか？



■その他、第１回定例会で質問したこと

▽大学生等若者向け緊急食料支援の継続を

▽道路維持補修は通学路を最優先に

▽シェアサイクルの普及を加速せよ

▽自転車ヘルメット購入費用助成事業

▽イングビル2階空きスペースを会議室へ改修

▽指定ごみ袋品薄の解消と今後は

▽発熱外来の開設はいつまで継続するのか

▽小中学校のCO2モニター導入状況は

▽市内５駅の近くに期日前投票所の設置を



■春休みの高校生インターンシップを受け入れ

初当選以来、春・夏休みの時期に

今回は計７名を受け入れ

・議員の仕事についてレクチャー

・市内のまちあるき

・本会議、委員会傍聴

・市役所の各部署案内

・市民との懇談会参加

・施設見学、イベント参加



■ハラスメント問題はどうなったのか

1/23(月)新任期議員全体会

全体会開始前、小峰議員が後藤議員に対して
「なぜ議会に戻ってきたのか」「専業主婦になった方がいい」

目撃した納田議員が小峰議員に注意

1/24(火)

生活者ネット、納田議員が抗議の申し入れ

小峰議員から同日付で「謝罪文」の手交

2/3(金)臨時会

「ハラスメントのない西東京市議会を目指すことに努める決議」

を全会一致で可決 酒井議長より議長声明



■ハラスメント問題はどうなったのか

ハラスメントのない西東京市議会を目指すことに努める決議

市民全体の代表者である市議会議員は、その人格と倫理の向上に努めながら、議員
活動を行うことが求められている。

しかしながら過日、市議会議員によるハラスメントを疑われる不適切な発言が生じたこ
とは、誠に遺憾であり、真摯に受け止めなければならない。

そのような行為が行われたことは許されるものではなく、あってはならない。西東京市
議会は、このような事案が繰り返されることがないよう、ハラスメントの予防・防止対策を
講じ、市民の信頼に応え、自由闊達な議論や討議の場として、本来求められる市議会の
実現を図ることをここに決議する。

市議会議員による不適切発言について(議長声明)

本市議会議員による不適切発言についての報道がありました。
今後、当事者双方に確認を行うとともに、このような事案が繰り返されることのないよう
本来求められる市議会の役割を果たすべく、真摯に対応してまいります。



■ハラスメント問題はどうなったのか

2/24(金)～第１回定例会

会派代表の関連質問、予算特別委員会等で小峰議員質問せず

所属会派からも発言なし

3/27(月)議員研修会

「議会における政治倫理～セクハラ・パワハラについて～」

3/28(火)

「西東京市議会ハラスメント防止対策プロジェクトチーム」を設置

ハラスメント防止対策に関する企画（令和5年度研修の内容等）
や、今後の指針作りに向けた課題の抽出、議会における先進事例
を収集し、議員間において検討を行う予定


